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【目的】 
マイクロ波を使用した癌治療は、主に固形腫瘍でその

臨床効果が確認されている。一方、癌治療後の組織学的

検討は十分なされているとはいえない。実際、マイクロ

波治療後の癌細胞変化において未だ解明されていない領

域が存在する。我々は甲状腺癌細胞株に対するマイクロ

波効果を検討した結果、致死的高温環境下(47℃)で生存す

る癌細胞について報告してきた。この生存癌細胞につい

ては未だ詳細な検討がなされていない。温浴槽での致死

的高温環境下(47℃)では生存癌細胞が確認されず、このこ

とからマイクロ波による細胞現象が発生していると考え

る。この現象は、マイクロ波による癌治療後の生体内で

も発生している可能性がある。マイクロ波照射で癌治療

がなされている現在、この細胞の解明は重要と考える。 
今回、致死的高温環境下(47℃)で、マイクロ波による細

胞現象を形態学的および分子生物学的に幹細胞・癌幹細

胞との関連性で検討したので報告する。 
【対象・方法】 

甲状腺未分化癌(8505C)、乳頭癌(BCPAP)培養細胞をマ

イクロ波(2450MHz)照射環境下、47℃、30分間施行した。

温浴槽環境下、47℃、30分間施行した培養細胞と無処置

培養細胞を比較検討のための対照とした。さらに幹細胞

マーカーである oct4、sox2と癌幹細胞マーカーである

ALDH-1、CD44を免疫組織化学的、分子生物学的手法で

検討した。 
【結果】 

マイクロ波による細胞現象は、形態が円形に変化し、

浮遊傾向を示した。紡錘形細胞への形質転換は確認され

なかった。幹細胞マーカー oct-4、sox2 遺伝子発現が有意

に増加することが示された。癌幹細胞マーカーについて

は有意な変化は確認されなかったが、ALDH-1 については

高くなる傾向がみられた。 
【結語】 

致死的高温環境下(47℃)で生存する癌細胞はマイクロ

波による細胞現象と考える。この現象で確認される円形

細胞への形態変化と浮遊傾向は幹細胞遺伝子発現との関

連が示唆される。マイクロ波による細胞現象は、癌幹細

胞よりは幹細胞に近い特徴をもつ細胞への誘導と考えら

れ、現在さらなる検討を続けている。 
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